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7 月のシカ捕獲
数は 47 頭で、前
月までに続き昨年
より高い数で推移
しており（右図）、
農業被害抑制への
効果が期待されま
す。子ジカたちは
ずいぶん大きくなり、母親やお姉さんと一緒に行動
する姿をよく見ます。この時期の成長は著しく、7 月
に 20kg 程度だったものが今や30kg を越えています。
これから冬の初めまでに多くが 40kg を越えますが、
冬の間に痩せて、再び今と同じくらいになってしまい
ます。

7 月以降、上トマムと双
珠別を中心に、ヒグマの
出現が記録的な頻度でし
た（右上図）。この間、少
なくとも上トマムでは単
独 2 頭と親子 2 組、双珠
別でも別の単独 3 頭と親
子 2 組がいたと見られま
す。餌は大半がフキを中心とする草本と、蟻のようで
した。集落近くでの活動は、人馴れだけでなく、有力
個体からの逃避など、繁殖期であることに関係する理
由があるのではと考えています。両地域での動きは 8 

8 月以降、中央の宮下地区でスイートコーンの被害
が多発しました。重点的に捕獲努力を投じた結果、 1 
頭を捕獲しました。また他の地区でも散発的に被害が
確認されています。 

月半ばには概ね落ち
着く気配を見せてい
ますが、双珠別の中
小型個体 1 頭が依
然として人家近くで
の行動を繰り返して
います。
一方、中央と占冠のデントコーン（飼料用トウモロ

コシ）畑は、8 月 11 日までに全23 か所中、少なく
とも 8 か所で侵入と食害が始まりました。畑周辺で
は巡回により情勢把握と牽制に努めるほか、銃および
箱わなで捕獲する態勢をとっ
ています。8 月中旬現在まで
の捕獲は雄成獣 1 頭でした。
畑への侵入は 9 月後半の収

穫後も続くと予想されます。
人身事故を防ぐため、畑の中
だけでなく、隣接する河川や
林地にも立ち入らないよう心
がけましょう。 
最新の情報は広報折込みや、

村ホームページの「ヒグマ出
没情報」をご覧ください。
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